
 

 

 

 

２年生 新聞バッグ作り 

２月１３日（火）、２年生が美術の授業で新聞バッグを制作す

る「しまんと新聞ばっぐ」を行いましたが、その様子が２月２２日

（木）の神戸新聞で紹介されました（右参照）。 

  授業の内容は新聞掲載のとおりで、外部からお越しいただい

た講師の先生による丁寧なご指導のもと、生徒全員が楽しく制

作に取り組むことができました。そこで、授業の終わりにサプラ

イズ！なんと、「かなしきデブ猫ちゃん」の主人公である「マルち

ゃん」が教室に登場したのです！もちろん、２年生生徒から大歓

声が上がり、教室内がいっきに明るいムードに包まれました。 

 実は、小生の高校時代の同級生が神戸新聞社に勤務してお

り、彼の取り計らいもあって今回のサプライズにつながったと

か･･･？その他授業で使う新聞紙の提供等いろいろな配慮をし

ていただきました。 

私立高校入試、公立高校推薦適性検査・特色選抜終了 

受験シーズン真っ只中ですが、八鹿青渓中学校の３年生も自らの

進路実現のために日々奮闘中です。これまでに私立高校入試、公立

高校推薦適性検査・特色選抜がすでに終了し、受験者全員が無事に

合格を獲得しています。３月１２日（火）には公立高校一般学力検査

が予定されていますが、それに向けて大きな弾みとなりそうです。か

ねてから、「受験（受検）は個人戦ではなく団体戦である」という指導

を３年生にはしてきましたが、最後までみんなで助け合い、励まし合

いながら“１５歳の春”を迎えてほしいと祈っています。頑張れ！３年

生！春はもう目の前です。 

３年生が奉仕作業をしてくれました 

２月２２日（木）、中学校卒業を前にした３年生が奉仕作業をしてく

れました。内容は、校舎内随所の徹底清掃。冷たい雨の降る寒い中

でしたが、生徒玄関、体育館、本校舎、非常階段、サイエンステラス、

クラフトテラス、ピロティー、特別教室、地下駐車場、慎独の道入口を

それぞれ生徒が手分けをして作業してくれました。 

作業終了にあたって、「普段の清掃では綺麗にすることができてい

なかった箇所を皆さんの手で美しくしてもらいました。ありがとうござ

いました。」と全教職員・１、２年生を代表してお礼の気持ちを伝えさ

せていただきました。 
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第３回学校運営協議会 

２月１６日（金）に令和５年度第３回学校運営協議会を開催しました。

内容は以下のとおりですが、八鹿青渓中学校の教育活動や生徒の様子

について活発なご意見やご感想をいただきました。今後、各委員の皆様

による学校関係者評価をご提出いただき、最終的には３月末に、今年度

の学校評価を八鹿青渓中学校HPに掲載する予定です。 

（１）開 会                              

     ・会長あいさつ  ・校長あいさつ  ・日程説明                                           

（２）授業参観（５校時授業） 

     ※全学年の授業風景を約３０分程度ご覧いただきました。 

（３）協議 

①令和５年度後期経過報告（校長） 

※画像を使って１０月以降の学校の様子を振り返りました。 

②令和５年度事業報告（教頭） 

※今年度の学校運営協議会の事業について紙面で振り返り 

ました。 

③今年度の学校評価について説明（校長） 

※保護者アンケート、生徒アンケート、教職員学校評価につい 

ての考察を行いました。 

※学校運営協議会の委員の皆様による学校評価のご提出を 

依頼しました。  

④次年度に向けて（令和６年度年間行事計画等 校長）   

※令和６年度の学校行事予定について簡単に説明しました。   

（４）諸連絡・今後の予定について 

○令和６年度第１回学校運営協議会  令和６年４月２３日（火） 

○令和６年度の活動について             

○令和６年度入学式              令和６年４月９日(火)１４：００開式 

○次年度の委員について 

（５）閉 会                              

３月の「草庵先生の教え」 

３月の草庵先生の教えは「志期高遠 功貴切近」。“志は大きく

高く持ち、それを実現するための実践は身近なことからが良い。志

が高くないとすぐに満足してしまうし、また、実践は身近なことでな

いと長続きするものではない。小さなことからコツコツと”。という

意味であると解釈されます。 

さて、３年生にとっては、これが最後の「草庵先生の教え」になり

ますが、中学校卒業後も心に留めておいてほしい言葉です。もちろ

ん、私たち大人も日々意識して生活していきます。 


